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第 1回定例日野市議会が始まります 
 ２月２６日（火）から第１回定

例日野市議会が始まります。 

 ２６日は大坪市長の所信表明と

それに対する代表質問が行われま

す。日本共産党は大高哲史市議団

長が代表質問を行います。 

 ２８日（木）から始まる一般質

問の通告内容や順番は、次号の 

ニュースでお知らせします。 

 ３月１２日（火）に行われる環

境まちづくり委員会では、まちづ

くりマスタープランや商業振興条

例の審議がおこなわれます。 

 １３日（水）～１８日（月）の

予算特別委員会では、新年度予算

に対する審査が行われます。 

 市長所信表明では「平成３１年

度予算案は非常に厳しいものとな

りました」「第５次行革を着実に進

め、歳入増加と歳出削減を図ると

ともに、既存事業の見直しを行っ

ていかねばなりません」と述べら

れており、市民負担増とサービス

切り捨てが懸念されます。 

 

第１回定例日野市議会の日程（予定） 

月日 曜  

2 月 26 日 火 所信表明と代表質問等 

27 日 水 一般質問調整日 

28 日 木 一般質問 

3 月 1 日 金 一般質問、請願上程  

4 日 月 一般質問 

5 日 火 一般質問 

6 日 水 一般質問、議案上程 

7 日 木 調整日  

8 日 金 常任委員会（企画総務） 

11 日 月 常任委員会（民生文教） 

12 日 火 常任委員会（環境まちづくり） 

13 日 水 一般会計予算特別委員会 

14 日 木 一般会計予算特別委員会 

15 日 金 一般会計予算特別委員会 

18 日 月 特別会計予算特別委員会 

19 日 火 整理日 

20 日 水 休会 

21 日 木 休会 

22 日 金 まとめ（休会） 

25 日 月 休会 

26 日 火 審査報告、議案上程 

 



来年度予算案、「厳しい」というが史上最大 
 市長所信表明は来年度予算案は「非常に

厳しいものとなっている」と述べられてい

ます。しかし、税収そのものは、個人市民

税を中心に「増収」が見込まれており、財

政規模は一般会計で約６８８億円と、前年

度比３７億５千万円増で日野市史上最大で

す。 

財政が厳しい理由は、歳出が大きいから

で、社会保障関連の経費の増加と、本庁舎

の改修工事やプラスチック類の資源化施設

建設などが挙げられています。 

民間委託の推進など 第５次行革を推進 
所信表明には「第５次行革を着実に進め、

歳入増加と歳出削減を図るとともに、既存

事業の見直しを行っていかなければなりま

せん」と述べられています。 

そして、主要な施策には第５次行革実施

計画の着実の推進として、①クラウドファ

ンディング（注１）、②窓口民間委託の拡大、

③学童クラブの民間委託、④学校給食調理

業務民間委託の拡大が挙げられています。 

窓口業務の民間委託では、「課税情報の入

力」という最も重要な個人情報に関する作

業の民間委託が進められようとしています。 

学童クラブや学校給食調理の民間委託を

「経費削減」を目的にすすめれば、日野市

の子どもたちを支える現場から「官製ワー

キングプア」を生み出すことつながります。

日野市が自ら「生活できない給与で働く

人々」を増やせば、当然、納める税金も下

がり、市の首を絞めることになります。 

いま、日野市が力を注ぐべきは、目先の

経費削減ではなく、市民のくらしを支え、

底上げすることではないでしょうか。 

 

（注１）クラウドファンディング：ある目的のため不特定多数の人から資金を集めること、

またそのためのネットサービス 

南平体育館や大型道路は聖域？ 
 財政が厳しいといいながら、その一方で

日野市は、南平体育館の建て替え、大型物

流センター～西平山への大型道路（３・４・

２４号線）、旭が丘小～西平山５丁目～国道

２０号バイパスへ抜ける大型道路（３・４・

２５号線）の整備など、莫大な費用がかか

る事業を進めようとしています。 

 「財政が厳しい」なら、市民のくらしを

最優先にし、不要な事業の見直し、先延ば

しできる事業は先延ばしすることが必要で

はないでしょうか。 

 

   

 


